
起
サ
、
ル
ハ
則
チ
非
議
ス
ヘ
シ
予
ヵ
曾
テ
聞
ク
所
二
由
レ
ハ
其
官
立
二
係

ル
ハ
西
京
二
在
ル
所
ノ
ー
ニ
過
キ
ス
却
テ
外
風
ノ
圏
學
ハ
往
々
諸
小
學
校

ノ
課
程
中
二
加
ハ
リ
現
二
其
製
圏
ヲ
出
展
ス
ル
モ
ノ
音
ニ
ニ
＿
―
-
四
ノ
ミ
ナ

ラ
ス
日
本
ノ
學
者
藝
術
者
及
ヒ
好
美
者
等
ハ
之
ヲ
視
来
リ
テ
何
等
ノ
評
ヲ

下
セ
シ
ャ
予
ハ
切
二
此
説
ヲ
聞
カ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
抑
予
力
考
フ
ル
所
ヲ

以
テ
ス
ル
ニ
岡
學
ハ
宜
ク
各
學
校
二
於
テ
之
ヲ
教
フ
ヘ
シ
然
ル
モ
予
力
所

謂
聾
學
ト
ハ
醜
拙
ナ
ル
外
國
ノ
摸
本
二
則
ト
リ
疎
紙
疎
鉛
筆
ヲ
以
テ
描
聾

ス
ル
ヲ
云
フ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
却
テ
日
本
ノ
筆
墨
ヲ
以
テ
日
本
紙
上
二
揮

甕
ス
ル
ヲ
云
フ
ナ
リ
〔
下
略
〕

（
「
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書
附
録
」

『明
治
美
術
基
礎
資
料
集
』
前
出
）

な
お
、
こ
の
勧
業
博
覧
会
の
会
期
に
合
わ
せ
て
第
二
回
観
古
美
術
会
が
開
催

さ
れ
盛
況
を
お
さ
め
た
が
、
こ
の
回
よ
り
龍
池
会
が
主
催
す
る
こ
と
に
な
り
、

以
後
、
農
商
務
省
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
明
治
十
七
年
の
第
五
回
に
至
る
ま
で

毎
年
展
観
を
行
っ
て
古
美
術
に
対
す
る
一
般
の
関
心
を
た
か
ま
ら
せ
た
。
特
に

明
治
十
五
年
の
第
三
回
（
浅
草
東
本
願
寺
）
の
際
に
は
明
治
天
皇
の
行
幸
が
あ
っ

た
だ
け
で
な
く
、

会
期
中
に
文
部
卿
福
岡
孝
弟
（
天
保
六
年
1
大
正
八
年
）
を
は

じ
め
と
す
る
政
府
要
人
た
ち
を
も
招
い
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
演
会
（
上
野
公
園

教
育
博
物
館
観
書
室
）
を
開
き
、
さ
ら
に
龍
池
会
は
講
演
の
和
訳
『
美
術
真
説
』

の
全
国
頒
布
を
行
う
な
ど
、
活
動
に
一
段
と
盛
上
り
を
み
せ
た
。

フ

ェ
ノ
ロ
サ
と

『
美
術
真
説
』

『
美
術
真
説
』
は
龍
池
会
の
伝
統
美
術
復
興
路
線
が
大
き
く
前
進
す
る
契
機

と
な
り
、
ま
た
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
美
術
運
動
を
展
開
し
は
じ
め
る
起
点
と
も
な

っ
た
。
そ
の
歴
史
的
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
内
容
に
触
れ
る
前
に
、
こ
こ
で

ま
ず
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
略
歴
を
紹
介
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
初
代
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
。
『
日

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
明
治
十
一
年
に
東
京
大
学
の
政
治
学
、
理
財
学
、
哲
学
担
当

教
師
と
し
て
来
日
し
た
。
近
代
化
を
急
ぐ
明
治
政
府
は
並
外
れ
た
高
給
を
も
っ

て
先
進
諸
国
か
ら
多
数
の
人
材
を
呼
び
寄
せ
、
諸
般
の
指
濁
に
あ
た
ら
せ
た
の

で
あ
る
が
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
も
そ
う
し
た
お
雇
い
外
国
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼

は
一
八
五
三
年
に
ア
メ
リ
カ
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
セ
ー
ラ
ム
に
ス
ペ
イ
ソ

人
移
民
の
音
楽
家
を
父
と
し
て
生
ま
れ
、

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
哲
学
を
専
攻

し
、
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
院
も
修
了
し
、

一
時
ュ
ニ
テ

リ
ア
ソ
神
学
校
に
通
学
。
も
と
も
と
美
術
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
彼
は
ボ
ス
ト

ソ
美
術
館
附
設
の
絵
画
学
校
で
油
絵
も
学
ん
で
い
る
。
二
十
五
歳
の
と
き
、
東

京
大
学
で
明
治
十
年
か
ら
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
生
物
学
者
モ
ー
ス

(E
d
w
a
r
d

S
y
l
v
e
s
te
r
 M
o
r
s
e
,
 18
3

8

~
1
9
2
5
)

の
斡
ザ
旋
で
同
大
学
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な

り
、
新
婚
の
妻
を
連
れ
て
来
日
し
た
。
明
治
十
一
年
八
月
か
ら
同
十
九
年
八
月

ま
で
の
八
年
間
、

同
大
学
に
在
職
し
た
が
、

そ
の
間
の
教
え
子
に
和
田
垣
謙

―
―
-
•

井
上
哲
二
郎
・

木
場
貞
長
・

岡
倉
覚

一―
-•
千
頭
清
臣
・

都
築
馨
六
・

坪
井
久

馬
三

・
嘉
納
治
五
郎

・
牧
野
伸
顕

・
有
賀
長
雄

・
市
島
謙
吉

・
高
田
早
苗

・
坪

内
逍
遥
・

三
宅
雪
嶺
・

穂
積
八
束

・

阪
谷
芳
郎
•

井
上
円
了
・

一
木
喜
徳
郎
・

岡
田
良
平

・
棚
橋
一
郎
等
々
が
い
る
。
美
術
に
関
心
の
深
い
彼
は
着
任
早
々
、

先
輩
の
在
日
外
国
人
た
ち
の
古
美
術
品
蒐
集
熱
に
触
発
さ
れ
て
、
自
分
も
蒐
集

や
研
究
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
は
じ
め
は
ア
ソ
ダ
ス
ン
（
イ
ギ
リ
ス
人
医

師
。
『
日
本
絵
画
史
』
の
著
者
）

・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク

本
の
美
術
と
工
芸
』
の
著
者
）

・
モ
ー
ス
（
前
出
。
日
本
陶
器
蒐
集
家
と
し
て
も
有
名
）

．
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フェノロサ

ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ス
（
ア
メ
リ
カ
人

ラ
フ
ァ

ー
ジ
（
ア
メ

リ
カ
人
画
家
。

日
本
版
画
の
蒐

ヴ
ァ

ー
ド
大
学
の
同
窓
生
で

親
交
の
あ
っ
た
金
子
堅
太
郎
（
嘉
永
六
年
＼
昭
和
十
七
年
）
の
斡
旋
で
金
子
の
主

家
で
あ
っ
た
黒
田
家
の
所
蔵
す
る
多
く
の
名
品
を
見
た
り
、
あ
る

い
は
自
分
の

教
え
子
で
常
に
通
訳
を
つ
と
め
て
い
た
宮
岡
恒
次
郎
（
脱
応
二
年
S
昭
和
十
八
年
）

の
紹
介
で
狩
野
友
信
を
知
り
、
さ
ら
に
狩
野
立
信
（
永
應
。
睛
雪
斎
。
文
化
十
一

年
＼
明
治
二
十
四
年
。
中
橋
狩
野
家
十
五
代
目
）
を
知
る
に
至
っ
て
、
日
本
絵
画
、

就
中
狩
野
派
絵
画
の
研
究
は
本
格
的
と
な
っ
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
彼
の
日
本
美
術
史
研
究
や
美
術
運
動
は
幾
多
の
協
力
者
が
あ
っ

て
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
岡
倉
覚
三
や
九
鬼
隆
一
そ
の
他
の
人

々
は
追
い
追
い
触
れ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
特
に
資
金
面
で
の
協
力
者

で
あ
っ
た
ビ
ゲ

ロ
ウ

(W
i
l
l
i
a
m
Stugi
s
 B
i
g
e
l
o
w
 1
8
5
0
~

1
9
2
0
)

と
、
最
初
の

日
本
人
協
力
者
と
も
言
う
べ
ぎ
狩
野
友
信
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ビ
ゲ
ロ
ウ
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
出
身
の
医
学
博
土
で
富
嚢
で
も
あ

っ
た
。
父
が
ボ
ス
ト
ソ
美
術
館
の
理
事
で
あ
っ
た
関
係
上
、
古
美
術
に
関
心
が

深
く
、
明
治
十
五
年
以
後
幾
度
も
来
日
し
て
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
と
も
に
古
美
術

品
を
買
い
集
め
、
フ
ェ

ノ
ロ
サ
の
活
動
を
支
援
し
た
。
し
た
が
っ

て
岡
倉
覚
一
―
―

と
も
親
し
く
な
り
、
折
り
に
触
れ
て
資
金
援
助
を
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
特
に

集
家
）
等
の
先
翡
の
所
説
を

聴
き
、
骨
董
屋
か
ら
古
画
を

買
い
漁
っ
て
い
た
が
、

批
評
家
。
『
日
本
美
術
瞥
見
』
の

著
者
）
、

サ
に
積
極
的
に
協
力
し
、
ま

た
、
東
京
美
術
学
校
に
も
深
い
係
わ
り
の
あ
っ
た
人
で
あ
る
。
彼
は
旧
幕
御
用

絵
師
狩
野
四
家
の
中
の
浜
町
狩
野
家
の
後
裔
で
、
画
を
木
挽
町
狩
野
家
勝
川
院

雅
信
に
学
ん
だ
。
狩
野
芳
崖

・
橋
本
雅
邦

・
結
城
正
明
ら
と
同
門
で
あ
っ
た

が
、
彼
は
い
ち
早
く
洋
画
の
修
業
を
始
め
た
。
即
ち
、
文
久
三
年
、
幕
府
開
成

所
に
入
り
、
二
年
間
洋
画
を
学
び
、
さ
ら
に
川
上
冬
崖
門
で
三
年
間
、
次
い
で

チ
ャ
ー
ル
ズ

・
ワ
ー
グ
マ
ン
に
二
年
間
学
ん
で
い
る
。
狩
野
派
と
洋
画
を
そ
れ

ぞ
れ
七
年
間
ず
つ
学
ん
だ
こ
と
に
な
り
、
和
洋
両
技
法
に
通
じ
て
い
た
と
い
え

よ
う
。
維
新
後
は
民
部
省
、
次
い
で
大
蔵
省
の
役
人
と
な
り
、
明
治
六
年
に
開

成
学
校
に
移
り
、
大
学
予
備
門
発
足
後
は
明
治
十
八
年
ま
で
そ
の
画
学
教
師
を

っ
と
め
て
い
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
相
知
っ
た
の
ち
は
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
狩
野

派
の
総
帥
た
る
立
信
（
永
應
）
に
紹
介
し
た
り
、
狩
野
芳
崖
と
引
き
合
わ
せ
た
り

し
て
い
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
説
に
は
深
く
共
鳴
し
て
い
た
ら
し
く
、
鑑
画
会
活

動
や
美
術
学
校
設
立
運
動
に
も
積
極
的
に
加
わ
り
、
や
が
て
東
京
美
術
学
校
の

教
師
と
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『
美
術
真
説
』

の
内
容
で
あ
る
が
、 狩野友信（明治40年12月撮影）

か
っ
た
た
め
名
を
忘
れ
ら
れ

勝
ち
で
あ
る
が
、
フ
ェ
ノ
ロ

主
題
は
東
洋
、
西
洋
美
術
が
過

去
の
時
代
と
比
べ
て
著
し
く
衰
類
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
原
因
を
考

に
、
狩
野
友
信
は
画
家
と
し

て
脚
光
を
浴
び
た
こ
と
が
無

岡
倉
が
日
本
美
術
院
を
設
立

し
た
際
に
二
万
円
も
寄
付
し

た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
次
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り
、
旨
趣
に
お
い
て
も
形
状
に
お
い
て
も
湊
合
（
全
体
的
に
統
一
感
が
保
た
れ

て
い
る
こ
と
）
と
佳
麗
（
部
分
に
お
け
る
処
置
が
対
比
と
序
次
の
方
法
宜
し
き

を
得
て
巧
妙
で
あ
る
こ
と
）
と
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
妙
想
を
顕

わ
す
条
件
と
し
て
は
①
図
線
の
湊
合
、
②
濃
淡
の
湊
合
、
③
色
彩
の
湊
合
、
④

図
線
の
佳
麗
、
⑤
濃
淡
の
佳
麗
、
⑥
色
彩
の
佳
麗
、
⑦
旨
趣
の
湊
合
、
⑥
旨
趣

の
佳
麗
の
八
項
目
（
画
の
八
格
）
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
⑥
画
家
の
意
匠

カ
、
⑩
画
家
の
技
術
力
の
二
項
目
も
必
要
で
あ
る
。
か
く
て
、
画
の
良
し
悪
し

は
こ
れ
ら
十
格
を
基
準
と
し
て
判
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
に
は
、
こ
の
基
準
に
従
っ
て
、
現
実
問
題
と
し
て
一
般
の
関
心
を
呼
ん
で

い
る
日
本
画
、
油
絵
優
劣
論
を
展
開
し
、
油
絵
に
比
べ
て
日
本
画
が
い
か
に
自

由
か
つ
簡
易
に
妙
想
を
顕
わ
し
得
る
か
を
説
い
て
い
る
。
油
絵
の
実
物
擬
似
主

義
、
陰
磐
法
、
鈎
勒
（
輪
郭
）
を
施
さ
な
い
こ
と
、

色
料
の
豊
富
さ
、

描
写
の

繁
錯
な
ど
は
全
て
妙
想
発
揮
の
妨
げ
と
な
る
と
し
、
日
本
画
の
方
が
絵
画
理
論

上
優
れ
て
い
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
の
み
か
、
現
今
、
西
洋
人
も
日
本

画
に
強
い
期
待
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
日
本
の
実
益
に
も
直
結
す
る
こ

と
で
も
あ
る
か
ら
、
大
い
に
奨
励
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
奨
励
方
法
の

色
彩
）
か
ら
成

え
、
日
本
美
術
振
興
の
方
法
を
導
き
出
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
最
初
に

美
術
と
い
う
も
の
が
な
ぜ
人
間
社
会
に
必
要
で
あ
る
か
を
説
き
、
次
い
で
優
れ

た
美
術
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
ぎ
か
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

優
れ
て
い
る
か
否
か
は
妙
想
（
「
ア
イ
ジ
ア
」
と
傍
註
が
付
さ
れ
て
い
る
）
が

顕
わ
れ
て
い
る
か
否
か
に
よ
る
。
妙
想
と
は
製
作
上
の
諸
要
素
が
相
関
連
し
合

っ
て
全
体
を
構
成
し
完
璧
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
も
の
を
言
う
。
絵
画

の
場
合
、
こ
の
妙
想
を
顕
わ
す
に
は
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
か
と
言
う
と
、

ま
ず
、
絵
画
と
い
う
も
の
は
旨
趣
と
形
状
（
図
線
、

濃
淡
、

提
案
に
論
を
進
め
る
。

ま
ず
、
日
本
は
美
術
奨
励
の
方
法
次
第
で
輸
出
を
拡
大
で
き
る
と
し、

そ
の

方
法
と
は
エ
人
の
啓
蒙
と
新
図
案
創
作
の
基
本
と
な
る
画
術
の
奨
励
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
画
術
の
奨
励
に
際
し
注
意
す
べ
き
こ
と
は
古
物
伝
摸
だ

け
で
な
く
新
し
い
図
案
を
創
り
出
す
方
向
へ
導
く
こ
と
と
、
油
絵
と
文
人
画
を

今
ヤ
進
テ
日
本
甕
術
ヲ
奨
勘
ス
ル
ノ
策
ヲ
講
ス
ル
ノ
前
先
ツ
務
テ
排
却
セ

サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
即
チ
文
人
霊
卜
稲
ス
ル
一
種
ノ
甕
風
ヲ
以
テ

真
ノ
東
洋
ノ
聾
術
ト
ナ
シ
之
ヲ
奨
勘
ス
ル
ヲ
急
務
ナ
リ
ト
謂
フ
ノ
説
是
レ

ナ
リ
此
説

ニ
シ
テ
燻
マ
ス
ン
ハ
真
誠
ノ
蓋
術
起
ル
ノ
期
ナ
シ
之
ヲ
普
フ
ル

ニ
油
綸
ハ
磨
機
ノ
頂
石
ニ
シ
テ
文
人
事
央
其
底
石
二
等
シ
ク
真
誠
ノ
聾
術

其
問
二
介
リ
テ
連
リ
ニ
碓
砕
セ
ラ
ル
カ
如
シ

と
、
口
を
極
め
て
攻
撃
し
て
い
る
。
油
絵
の
非
な
る
こ
と
は
前
も
っ
て
述
べ
て

い
る
が
、
在
来
の

日
本
画
術
の
中
で
は
文
人
画
を
「
天
然
ノ
宜
物
二
擬
似
ス
ル

ヲ
主
ト
セ
サ
ル
ノ
一
貼
二
就
テ
ハ
梢
賞
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ア
ル
モ
其
目
的
ト
ス
ル
所

ノ
妙
想
ハ
霊
術
ノ
妙
想
ニ
ア
ラ
ス
其
賓
文
學
美
術
ノ
妙
想
二

外
ナ
ラ
ス
」
と
い

う
理
由
で
、
ま
た
、
「
陶
銅
器
ノ
製
造
ヲ
改
進
ス
ル
ノ
効
ナ
カ
ル
ヘ
シ
」
と
い

う
理
由
で
排
斥
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
具
体
的
奨
励
策
の
検
討
に
移
り
、
ま
ず
、
美
術
学
校
設
立
の
可
否
を

論
じ
、
設
立
に
よ
っ
て
一
種
の
画
風
が
起
こ
り
、
か
え
っ
て
妙
想
の
発
露
が
妨

げ
ら
れ
る
こ
と
と
教
師
た
る
べ
き
者
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
と
を
理
由
に
こ
れ
を

否
定
し
、
画
術
の
初
歩
教
育
は
私
熟
に
委
ね
れ
ば
よ
い
と
し
て
い
る
。
そ
し

排
斥
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
油
絵
と
文
人
画
に
つ
い
て
は
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ヨ
ー
ロ
ッ

。ハ
人
は
全
体
の
効
果
を
観
る
と
い
う
こ
と
と
、
＠

て
、
と
る
べ
き
方
策
と
し
て
画
家
の
保
護
と
公
衆
の
啓
蒙
と
を
あ
げ
て
い
る
。

画
家
の
保
設
に
つ
い
て
は
旧
套
を
襲
う
だ
け
で
な
く
新
様
を
出
そ
う
と
す
る
者

を
奨
励
し
、
ま
た
、

国
の
上
層
部
が
積
極
的
に
日
本
画
を
用
い
る
姿
勢
を
示
す

こ
と
が
肝
心
で
あ
り
、
公
衆
の
啓
蒙
に
つ
い
て
は
美
術
協
会
を
設
け
、
全
国
的

規
模
の
新
画
展
覧
会
を
開
き
、
優
れ
た
作
品
を
公
衆
に
示
し
、
あ
る
い
は
そ
れ

ら
を
買
い
上
げ
る
こ
と
と
美
術
の
講
演
会
や
配
慮
の
行
き
届
い
た
古
美
術
展
覧

会
を
開
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

『
美
術
真
説
』
の
原
本
に
あ
た
る
英
文
草
稿
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
ホ
ー

ト
ソ

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
の
中
に
こ
れ
と
内
容
的
に
密
接
な

関
連
の
あ
る
四
篇
の
自
筆
講
演
草
稿
が
あ
り
、
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
Il
』
（
村
形

明
子
編
。
昭
和
六
十
年
。
‘
‘
、
ュ

ー
ジ
ア
ム
出
版
）
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
解

題
に
よ
れ
ば
、
第
一
篇
の
「
東
京
の
美
術
家
逹
を
前
に
し
た
美
術
に
関
す
る
講

演
」
(
-
八
八
一
年
四
月
十
日
）
は
彫
刻
競
技
会
主
催
と
推
定
さ
れ
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ

の
連
続
講
演
の
初
回
分
に
該
当
し
、
他
は
そ
れ
に
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
美
術
真
説
』
は
訳
文
が
生
硬
な
だ
け
で
な
く
、
論
旨
を
簡
略
化
し
た
ふ
し
も

窺
わ
れ
る
の
で
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
演
内
容
を
正
確
に
把
握
す
る
に
は
こ
れ
ら

の
草
稿
を
あ
わ
せ
読
む
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
文
人
画
の
問
題
で
あ
る
が
、

『
美
術
真
説
』
で
は
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
草
稿
の
方
で
は
否

定
は
し
な
が
ら
も
「
本
物
の
画
家
、
即
ち
真
の
絵
画
的
形
式
を
感
じ
た
画
家
」

と
し
て
張
瑞
図
や
田
能
村
竹
田
ら
が
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
多
少
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
異
な
る
。
ま
た
、
日
本
画

・
油
絵
優
劣
論
に
お
い
て
も
上
述
の
よ
う

に
『
美
術
真
説
』
で
は
主
な
相
違
点
五
項
目
を
掲
げ
て
全
て
の
点
で
日
本
画
が

優
る
と
し
て
い
る
が
、
右
の
草
稿
の
方
で
は
そ
れ
に
①
日
本
人
は
絵
に
お
け
る

筆
法
に
注
目
し、

と
宜
言
し
て
い

日
本
人
の
観
念
性
と
い
う
こ
と
の
二
項
目
を
加
え
て
七
項
目
と
し
て
お
り
、
特

に
①
を
第
一
の
相
違
点
と
し
て
掲
げ
、

「
こ
の
点
で
は
日
本
人
が
誤
っ
て
い
ま

す
。
筆
法
は
―
つ
の
抽
象
的
特
質
に
す
ぎ
ず
、
多
く
の
特
質
の
結
合
と
い
う
真

の
意
味
で
強
力
で
な
け
れ
ば
、

芸
術
的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
」
と
述
べ

、

点
の
み
は
日
本
人
の
方
が
劣
る
と
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
美
術
真
説
』

と
講
演
草
稿
の
問
に
こ
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
『
美
術
真

説
』
を
龍
池
会
に
よ
る
澗
色
と
す
る
見
方
も
生
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
フ

ェ
ノ
ロ
サ
上
』
（
山
口
静
一
著
。
昭
和
五
十
八
年
。
―
―
―
省
堂
）
は
「
日
本
画
の
衰
微

を
哀
惜
し
日
本
画
家
を
激
励
す
る
こ
と
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
美
術
論
の
本
旨
で
あ
っ

た
。
龍
池
会
は
そ
の
発
会
の
主
旨
に
添
っ
て
こ
れ
を
極
端
な
洋
画
排
斥
論
に
潤

色
し
、

西
洋
人
の
美
術
「
真
説
」
と
し
て
宣
伝
し
た
。
『
美
術
真
説
』
中
の
い

く
つ
か
の
矛
盾
、
ま
た
そ
の
前
後
に
行
な
わ
れ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
演
説
の
内
容
か

ら
推
し
て
、

そ
の
よ
う
に
結
論
し
て
よ
か
ろ
う
と
思
う
。
」

る。
と
も
あ
れ
、
こ
の
『
美
術
真
説
』
講
演
は
当
時
の
美
術
界
に
強
い
影
響
を
及

ぽ
し
、
ま
た
、
即
刻
政
府
を
も
動
か
し
て
、
同
じ
年
の
秋
に
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が

提
案
し
た
全
国
的
規
模
の
新
画
展
覧
会
す
な
わ
ち
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
が

洋
画
の
出
品
を
除
外
し
た
か
た
ち
で
開
催
さ
れ
た
。
次
い
で
翌
十
六
年
に
は
政

府
の
財
政
悪
化
を
理
由
に
エ
部
美
術
学
校
が
廃
止
さ
れ
、
政
府
に
よ
る
洋
風
美

術
家
養
成
が
う
ち
切
ら
れ
る
と
と
も
に
、
伝
統
美
術
復
興
気
運
が
支
配
的
と
な

っ
て
い
っ
た
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
自
身
も
こ
の
講
演
に
よ
っ
て
一
躍
名
声
を
博
し
、

日
本
美
術
振
興
の
指
導
者
と
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の

27 第1節 明治前半期の美術および美術教育


	はじめに
	第一章　東京美術学校創立前史
	第一節　明治前半期の美術および美術教育
	第二節　美術学校設立運動の背景
	第三節　図画調査会
	第四節　図画取調掛
	第五節　欧米美術視察

	第二章　東京美術学校設置より開校に至るまで
	第一節　東京美術学校設置
	第二節　学校方針の決定に至るまで
	第三節　制度・組織の編成
	第四節　古社寺宝物調査への参加
	第五節　既定の制定
	第六節　用地および校舎
	第七節　生徒募集、開校

	第三章　創成期　明治二十二年～同二十六年
	第一節　明治二十二年
	第二節　明治二十三年
	第三節　明治二十四年
	第四節　明治二十五年
	第五節　明治二十六年

	第四章　発展期　明治二十七年～同三十一年
	第一節　明治二十七年
	第二節　明治二十八年
	第三節　明治二十九年
	第四節　明治三十年
	第五節　明治三十一年

	第五章　授業内容
	第一節　基礎教育―特にフェノロサ在職中の教育
	第二節　専門教育（実習授業）
	第三節　学科授業

	附表

